
ビジョン： 愛媛大学は，「輝く個性で 地域を動かし世界とつながる大学」を創造することを理念に，地域を牽引し，
グローバルな視野で社会に貢献する教育・研究・社会活動を展開する。

戦略１：地域の持続的発展を支える人材育成の推進

「高齢化による自治体消失の危機」，「社会全体のグローバル化」や「高大接続改革」に対応するため，入
試改革の推進，学習方法の転換，キャリア教育の充実など，地方国立大学はダイナミックな教育改革を求め
られている。第１の戦略として本学は，学部改組や教職員能力開発の実績を活かし，地域の課題発見・解決
等のための汎用的能力を備えた人材を地域に輩出することにより、地域社会の持続的発展に貢献する。

H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

☆「新入試」導入

☆汎用的能力の習得率 ８０％ ９０％以上

☆FD/SD講習の受講者数 2 ,100人 2 ,250人

地域志向教育の

実施

汎用的能力の育成

組織改革

高大接続・入試改革

教職員の

教育力向上

１学部で実施

地域を教育の場としたフィールドワーク，インターンシップの推進

「愛媛学」「社会力入門」を初年次必修科目として開講

地域志向型科目として「高年次教養科目」「キャリア形成セミナー」を開講

授業改善の優良事例を「授業改善の事例集」の発行等により普及

クォーター制の導入，双方向・参加型授業等のアクティブ・ラーニングの充実

卒業生に対する企業等からの評価を調査

する方法と内容の検討・試行
卒業生に対する企業等からの評価に関する調査の実施及び分析結果の共有

社会共創学部を中心とした地域人材育成機能強化のための組織再編
（H２８設置・改編 社会共創学部，法文学部，教育学部・教育学研究科，農学部・農学研究科）

理学部・工学部の改組

人文社会科学（法文学）研究科，

教育学研究科の改組

医学系研究科看護学専攻博士課程の設置

平成３２年度入試において，調査書等の活用により

主体性等の評価を行う「新入試」を完全に実施

「課題研究」のルーブリック評価の作成 「課題研究」のルーブリック評価を入試で活用

FD/SDの継続的実施

入試改革の検証と充実

８７％ ９０％

2,150人 2,170人 2,200人

８２％ ８４％

１００％

2,130人

21.6％ １００％

１学部で実施（平成29年度全学部で達成）

学部入試をインターネット出願へ移行
21.6％

愛媛県内への就職・定住を促進する教育プロ
グラムとして，全学必修科目「愛媛学」「社
会力入門」やフィールドワーク型科目を開講
し，またキャリア形成セミナーやインターン
シップ等の充実を図ることで学生の地域志向
を醸成する。

アクティブ・ラーニングを促す手法を取り入
れた多様な授業を展開し，学生が定期的に自
己評価する仕組み（学修ポートフォリオ）を
機能させることにより，本学が独自に定めた
愛媛大学版「汎用的能力」の習得を促進する。

社会共創学部が他学部の先導的役割として新
たな教育改革の施策に取り組み，これらの改
革を全学的に展開する。また，他学部におい
ても社会ニーズに応えるべく組織改革を推進
する。

インターネット出願を用いて受験生の「活動
歴等」を収集し，多面的・総合的評価を実施
する。また，「課題研究」のルーブリック評
価で得た知見を入試制度に活用する。これら
を通じ，目的意識の高い学生の確保を推進す
る。

戦略の目的

教育の高度化を図るために不可欠な教職員の
教育力向上を推進する。

☆多面的・総合的評価による入学者選抜の実施
（21.6％（平成30年度中）→100%（平成33年度中））

☆愛媛大学版「汎用的能力」の習得率
（80％（平成26年度中）→90％以上（平成33年度中））

☆FD/SD講習の受講者数
（2,100人（平成27年度中）→ 2,250人（平成33年度中）

学内の受講者数6年間累計延べ13,000人以上）

戦略達成を測る精選した評価指標
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						H28年度 ネンド		H29年度 ネンド		H30年度 ネンド		H31年度 ネンド		H32年度 ネンド		H33年度 ネンド



		組織改革 ソシキ カイカク







		☆「新入試」導入 シンニュウシ ドウニュウ

		高大接続・入試改革　　　　　　　　　　 コウダイ セツゾク ニュウシ カイカク









		☆汎用的能力の習得率 ハンヨウテキ ノウリョク シュウトク リツ				８０％										９０％以上 イジョウ

		汎用的能力の育成 ハンヨウテキ ノウリョク イクセイ













		☆FD/SD講習の受講者数 コウシュウ ジュコウシャ スウ				2,100人 ニン										2,250人 ニン

		教職員の　　　　　　　　　　　　　　教育力向上





		地域志向教育の　　実施 チイキ シコウ キョウイク ジッシ





















１学部で実施

地域を教育の場としたフィールドワーク，インターンシップの推進

「愛媛学」「社会力入門」を初年次必修科目として開講

地域志向型科目として「高年次教養科目」「キャリア形成セミナー」を開講

授業改善の優良事例を「授業改善の事例集」の発行等により普及

クォーター制の導入，双方向・参加型授業等のアクティブ・ラーニングの充実

卒業生に対する企業等からの評価を調査する方法と内容の検討・試行

卒業生に対する企業等からの評価に関する調査の実施及び分析結果の共有

社会共創学部を中心とした地域人材育成機能強化のための組織再編
（H２８設置・改編　社会共創学部，法文学部，教育学部・教育学研究科，農学部・農学研究科）

理学部・工学部の改組

人文社会科学（法文学）研究科，
教育学研究科の改組
医学系研究科看護学専攻博士課程の設置

平成３２年度入試において，調査書等の活用により
主体性等の評価を行う「新入試」を完全に実施

「課題研究」のルーブリック評価の作成

「課題研究」のルーブリック評価を入試で活用

FD/SDの継続的実施

入試改革の検証と充実

８７％

９０％

2,150人

2,170人

2,200人

８２％

８４％

１００％

2,130人

21.6％

１００％

１学部で実施（平成29年度全学部で達成）

学部入試をインターネット出願へ移行

21.6％





ビジョン： 愛媛大学は，「輝く個性で 地域を動かし世界とつながる大学」を創造することを理念に，地域を牽引し，
グローバルな視野で社会に貢献する教育・研究・社会活動を展開する。

戦略２：地域産業イノベーションを創出する機能の強化

地域にある大学として「まち・ひと・しごと創生」に取り組む。これまで設置してきた「地域産業特化型研究セン
ター」に加えて，より広範な地域対応を目的とする「地域協働型センター」を設置することによって，「地域に密着
した中核機能」を愛媛県内全域で発揮する。その成果として，地域及び地域産業に関する専門的知識・技術を有する
「地域専門人材」の育成，地域産業のイノベーションと新事業の創出，地域活性化に貢献する。

☆「まち」「地域に密着した中核機能」の発揮状況
（第3期末で県内全20市町）

☆「ひと」リカレント教育プログラムの受講者数累計1500人以上
☆「しごと」地域産業イノベーションによる新事業の創出数

（１件/年 → ３件/年以上，第３期中期目標期間中累計12件以上）

H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

☆「地域に密着した中核
機能」を発揮した市町数

　　　　　　

☆新事業の創出数 １件／年

☆リカレント教育プログ
ラムの受講者数

地域及び地域産業に

関する専門的知識・

技術を有し，地域活

性化のリーダーにな

れる人材の育成

（COC･COC+事業の推

進による地域活性

化）

地域密着型研究セン

ターの展開による

「地域に密着した中

核機能」の発揮状況

と地域産業イノベー

ションによる新事業

の創出

南予水産研究センターによる「スマ」の次世代育種システムの確立と社会実装

愛媛県内の自治体・企業等とのマッチングにより共同研究・受託研究を推進（第３期中期目標期間中年平均６０件以上）

愛媛県内の自治体・企業等との連携協定締結（第３期中期目標期間中に１０件以上）

地域密着型研究センター等を活用したリカレント教育プログラムの推進（第３期中期目標期間中累計1500人以上の受講者）

新規餌料開発・次世代型育種・販売戦略・赤潮防除の研究による養殖の普及・拡大への貢献 種苗生産１０万尾達成

紙産業イノベーションセンターによる「ＣＮＦ」の実用化に向けた産学官連携拠点の構築

製造コストの低減・簡易評価技術の開発・地場産業との共同開発・産官学連携のプラットフォームの構築

地域と連携した研究の推進（第３期中期目標期間中累計２４０件以上）

COC･COC+事業の後継となるセンターの在り方を検討

地域密着型研究センター，サテライト拠点等を活用したCOC公開講座等の推進

センターの設置（H31）及び継続的な事業実施

１件／年 ２件／年 ３件／年

１５０人以上

調査試行 １５市町以上 ２０市町

３件／年以上

産学官連携で地域密着型のヘルスケア産業の創出（中予地域における健康・長寿プラットフォームの創生）

２００人以上

１０市町以上

２５０人以上 ２５０人以上２５０人以上２５０人以上

地域協働センター西条の設置（H28） 地域協働型センターの設置（H31） 地域協働型センターの設置（H33）

地域産業イノベーションを創出するため，地
域密着型研究センターでの活動を進める。特
に南予水産研究センターによる新規養殖マグ
ロ類「スマ」の研究と紙産業イノベーション
センターの「セルロースナノファイバー
（CNF）」の研究を重点的に推進する。さら
に，より広範な地域対応を目的とする「地域
協働型センター」を設置することによって，
「地域に密着した中核機能」を愛媛県内全域
で発揮する。「地域協働センター中予（仮
称）」が扱う分野として期待が高い「ヘルス
ケア産業の創出」についても，取組みを始め
る。また，地域の自治体・企業等との共同研
究・受託研究等を推進することにより，地域
産業イノベーションに持続性を持たせる。

COC・COC＋事業を通じ，地域との連携をよ
り強固なものとするとともに，リカレント教
育プログラム等を推進し，地域及び地域産業
に関する専門的知識・技術を有し，地域活性
化のリーダーになれる人材を育成する。

戦略の目的 戦略達成を測る精選した評価指標
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						H28年度 ネンド		H29年度 ネンド		H30年度 ネンド		H31年度 ネンド		H32年度 ネンド		H33年度 ネンド



		☆「地域に密着した中核機能」を発揮した市町数 チイキ ミッチャク チュウカク キノウ ハッキ シチョウ スウ				　　　　　　

		☆新事業の創出数 シンジギョウ ソウシュツ スウ				１件／年 ケン ネン

		地域密着型研究センターの展開による「地域に密着した中核機能」の発揮状況と地域産業イノベーションによる新事業の創出 チイキ ミッチャクガタ ケンキュウ テンカイ チイキ ミッチャク チュウカク キノウ ハッキ ジョウキョウ チイキ サンギョウ シンジギョウ ソウシュツ





















		☆リカレント教育プログラムの受講者数



		地域及び地域産業に関する専門的知識・技術を有し，地域活性化のリーダーになれる人材の育成（COC･COC+事業の推進による地域活性化） ユウ イクセイ ジギョウ スイシン チイキ カッセイカ































南予水産研究センターによる「スマ」の次世代育種システムの確立と社会実装

愛媛県内の自治体・企業等とのマッチングにより共同研究・受託研究を推進（第３期中期目標期間中年平均６０件以上）

愛媛県内の自治体・企業等との連携協定締結（第３期中期目標期間中に１０件以上）

地域密着型研究センター等を活用したリカレント教育プログラムの推進（第３期中期目標期間中累計1500人以上の受講者）

新規餌料開発・次世代型育種・販売戦略・赤潮防除の研究による養殖の普及・拡大への貢献

種苗生産１０万尾達成

紙産業イノベーションセンターによる「ＣＮＦ」の実用化に向けた産学官連携拠点の構築

製造コストの低減・簡易評価技術の開発・地場産業との共同開発・産官学連携のプラットフォームの構築

地域と連携した研究の推進（第３期中期目標期間中累計２４０件以上）

COC･COC+事業の後継となるセンターの在り方を検討

地域密着型研究センター，サテライト拠点等を活用したCOC公開講座等の推進

センターの設置（H31）及び継続的な事業実施

１件／年

２件／年

３件／年

１５０人以上

調査試行

１５市町以上

２０市町

３件／年以上

産学官連携で地域密着型のヘルスケア産業の創出（中予地域における健康・長寿プラットフォームの創生）

２００人以上

１０市町以上

地域協働センター西条の設置（H28）

地域協働型センターの設置（H31）

地域協働型センターの設置（H33）





ビジョン： 愛媛大学は，「輝く個性で 地域を動かし世界とつながる大学」を創造することを理念に，地域を牽引し，
グローバルな視野で社会に貢献する教育・研究・社会活動を展開する。

戦略３：世界をリードする最先端研究拠点の形成・強化
☆ハイインパクトジャーナルへの掲載数

最先端研究センターにおいて第２期後半より10％以上増
☆共同研究数

最先端研究センターにおいて第２期後半より10％以上増
☆リサーチユニットの認定数

第３期中にリサーチユニットを10以上認定する

H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

新たな

研究拠点形成

先端研究拠点の

研究推進

戦略の目的
戦略達成を測る精選した評価指標

取組４:先進超高圧科学研究拠点（PRIUS）における
研究推進

 マントルと核の相互作用解明のための国内外ネット
ワークを形成し，地球深部動的挙動解析のコンソーシ
アムを形成する。

 世界最硬ダイヤの応用による放射光・中性子実験の推
進，革新的超高圧技術の開発による巨大惑星・系外惑
星の組成推定や地球深部掘削技術への応用を進める。

取組２:タンパク質合成・解析技術を活かしたアカデミア
創薬分野の強化

 世界で初めてヒト全タンパク質プロテインアレイを完
成させ，タンパク質相互作用解析システムの高度化に
より新薬の標的タンパク質スクリーニングを可能とし，
製薬企業等との共同研究を拡大する。

取組３:化学汚染・沿岸環境共同利用・共同研究拠点の形成
と研究の推進

 途上国との国際研究展開による化学汚染・沿岸環境研
究の学際化・国際化を通じて，未同定環境汚染物質の
探索及び生物濃縮と汚染の経年変動解析を行う。

 生物・化学プロセスの数理モデル化，養殖魚腸内細菌
ゲノム，メタボローム解析を通じて，新たな化学物質
の環境汚染と養殖魚・人への影響解明を行い，暴露評
価・生物影響評価システムを開発する。

 生物試料バンクを環境タイムカプセル・アースウォッ
チャーとして活用し，共同利用・共同研究を進める。

取組５:リサーチユニット制度の導入等による次世代先端
研究拠点の育成

 地域の特性を生かした研究を行うグループや先見性や
独創性のある研究グループを毎年2グループ程度，第3
期中に10グループ以上認定し，研究費を3年間支援す
ることで，将来の発展が見込まれるリサーチユニット
(RU)を形成し，研究活動の推進及び活性化を図る。

取組１:新物質の創成と応用を目的とした超高圧物質科学
の推進

 透光性ナノセラミックス，有機伝導体，新奇超伝導物
質，高強度金属，高靱性超硬材料等の新物質開発を超
高圧材料RUと共同して推進し，10人以上の研究者を集
結して「超高圧材料科学部門」を設置し，機械・電
気・光学分野への応用と実用化を行うとともに，理工
系新教育コースへ参画する。

１０％以上増☆共同研究数

☆リサーチユニットの認定数 １０以上

マントルと核の相互作用解明のための国内外ネットワークを形成 地球深部動的挙動解析のコンソーシアムを形成

世界最硬ダイヤの応用による放射光・中性子実験の推進，
革新的超高圧技術の開発

巨大惑星・系外惑星の組成推定や
地球深部掘削技術への応用

ヒトタンパク質の全数合成によるプロテインアレイの完成，
タンパク質相互作用解析システムの高度化

ヒト全タンパク質プロテインアレイによる
新薬の標的タンパク質スクリーニングを可能とし，

製薬企業等との共同研究を拡大

途上国との国際研究展開による
化学汚染・沿岸環境研究の学際化・国際化 未同定環境汚染物質の探索及び生物濃縮と汚染の経年変動解析

生物・化学プロセスの数理モデル化，
養殖魚腸内細菌ゲノム，メタボローム解析

新たな化学物質の環境汚染と養殖魚・人への影響解明を
行い，暴露評価・生物影響評価システムを開発

生物試料バンクを環境タイムカプセル・アースウォッチャーとして活用

地域の特性を生かした研究や先見性や独創性のある研究グループを毎年2グループ程度認定

透光性ナノセラミックス，有機伝導体，
新奇超伝導物質，高強度金属，高靱性
超硬材料等の新物質開発

「超高圧材料
科学部門」設
置

理・工の改組に連携し，地球深部科学・超高圧科学分
野の学部教育における体制強化

ヒトタンパク質24,000種
全数合成ヒト遺伝子クローン+4,000種取得

取
組
４

取組２

取
組
３

取組５

取組1
超高圧材料RU

＋３

１０％以上増
☆ハイインパクトジャー
ナ ルへの掲載数

＋１～２程度

超高圧科学分野，沿岸環境科学分野，タンパク質創薬分野等の学術の深化を推進し，科学技術開発と技
術革新の創出に寄与する。先端研究センターの機能強化をはじめ，新たに，地域の特性を生かした研究
を行うグループや先見性や独創性のある研究グループを創生・支援する。これにより研究者コミュニ
ティーを拡大し，研究連携を通じて地域から世界にわたる諸課題解決に寄与できる先導的な研究拠点を
育成・強化して最先端研究を推進し，その基礎科学研究の成果を社会に還元する。
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5％以上増
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